
 

 

 明治期における旧土浦中学校の正門光景
（佐賀進著「スケッチで綴るふるさと土浦」より。
今号の絵画・写真は同著と「新治村史」より転載） 

  
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

          

              

明
治
40
年
「
生
徒
人
員
町
村
別
調
査
表
」 

〝
滄
桑
（
そ
う
そ
う
）
の
変
〟
と
い
わ
れ
る
が
ご
と

く
、
時
の
流
れ
と
と
も
に
世
の
中
は
変
化
す
る
。

そ
う
し
た
〝
世
の
移
ろ
い
〟
を
端
的
に
示
す
資

料
が
本
校
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
明
治
40
（
1907
）

年
１
月
の
「
生
徒
人
員
町
村
別
調
査
表
」（
左
側

「
一
覧
表
」
）
で
あ
る
。
本
校
が
創
立
し
て
10
年
、

真
鍋
校
舎
（
現
在
地
）
に
移
転
し
て
２
年
が
経

た
時
点
に
お
け
る
、
在
籍
生
徒
の
出
身
町
村 

 
 

 
 

                           

と
そ
の
人
数
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
表
を
一
瞥
し
て
気
づ
く
こ
と
が
い
く
つ

か
あ
る
。
た
と
え
ば
、
土
浦
、
真
鍋
、
上
大
津
、 

都
和
な
ど
は
、
現
在
で
も
土
浦
市
内
の
地
区
名

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ど
の
あ
た
り
な
の
か
が

わ
か
る
が
、
真
鍋
と
同
じ
く
ら
い
生
徒
が
多
い

中
家
と
な
る
と
、
す
ぐ
に
は
見
当
が
つ
か
な
い
。 

同
様
に
、
美
並
・
玉
川
・
田
余
な
ど
は
土
浦
か

ら
そ
れ
程
遠
く
な
い
地
域
で
あ
っ
て
も
、
今
と 

な
っ
て
は
な
か
な

か
察
し
が
つ
か
な

い
。
そ
の
一
方
で
、

志
筑
、
斗
利
出
、
九

重
、
小
桜
な
ど
は
現

在
で
も
そ
の
ま
ま

小
学
校
の
校
名
と

し
て
存
続
し
て
い

る
の
で
、
ど
の
圏
域

か
は
把
握
で
き
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ

の
表
を
凝
視
し
て

い
く
と
、
首
を
ひ
ね

っ
た
り
、
興
味
を
惹

か
れ
た
り
す
る
こ

と
が
次
々
と
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
こ
の
資

料
を
通
し
て
、
当
時

の
本
校
（
旧
土
浦
中

学
校
）
生
の
通
学
範

囲
や
方
法
を
探
る

と
と
も
に
、
度
重
な

る
市
町
村
合
併
の

波
に
飲
み
込
ま
れ
、

消
え
て
し
ま
っ
た

一
世
紀
前
の
郷
土 

の
旧
町
村
名
を
掘
り
起
こ
し
て
み
た
い
。
ま
た
、

往
時
に
お
け
る
地
域
社
会
の
実
相
に
も
迫
っ
て

み
た
い
、
と
思
う
。 

周
辺
農
村
か
ら
の
生
徒
が
結
構
多
い 

ま
ず
は
、
出
身
町
村
別
の
人
数
に
着
目
し
て

み
よ
う
。
旧
土
浦
市
（
平
成
18
年
に
新
治
町
と

合
併
す
る
以
前
）
に
あ
た
る
と
こ
ろ
は
、
土
浦

（
43
名
）・
上
大
津
（
26
名
）・
都
和
（
19
名
）
・

真
鍋
（
17
名
）
、
そ
し
て
、
消
え
て
し
ま
っ
た
中

家
（
16
名
）
で
あ
る
。
中
家
村
に
は
、
現
在
の

上
・
中
・
下
高
津
、
小
松
、
佐
野
子
、
飯
田
、

矢
作
、
宍
塚
、
粕
毛
の
各
地
区
が
組
み
入
れ
ら

れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
現
在
の
右
籾
、
中
村
東
・

南
、
永
国
、
大
岩
田
、
小
岩
田
、
烏
山
、
乙
戸

な
ど
の
東
（
13
名
）
も
含
ま
れ
る
の
で
、
合
計
134

名
。
こ
れ
は
全
生
徒
429
名
の
31.2
％
に
達
し
て
い

た
。
ち
な
み
に
、
中
家
村
は
昭
和
12
年
に
、
東

村
は
昭
和
14
年
に
、
土
浦
町
に
編
入
さ
れ
た
。

（
市
制
は
、
昭
和
15
年
に
真
鍋
町
と
合
併
し
て

施
行
さ
れ
た
） 

旧
土
浦
市
に
次
ぐ
の
は
、
石
岡
（
23
名
）・
関

川
（
7
名
）
・
高
浜
（
7
名
）
・
三
村
（
5
名
）

の
旧
石
岡
市
に
あ
た
る
地
域
で
42
名
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
の
大
合
併
で
石
岡
市
に
な
っ
た
旧

八
郷
町
の
小
幡
（
10
名
）・
葦
穂
（
9
名
）・
小

桜
（
7
名
）
・
瓦
会
（
4
名
）
な
ど
柿
岡
盆
地

の
村
々
か
ら
も
35
名
が
通
学
し
て
い
て
、
随
分

と
大
勢
い
る
の
が
目
を
引
く
。 

  

※  

葦
穂
村  

恋
瀬
川
上
流
、
加
波
山
に
連
な
る 

足
尾
山
山
麓
に
位
置
し
、
当
時
の
村
の
人
口
は 

３
千
人
に
満
た
な
い
寒
村
。 

 

※  

小
幡
村  

筑
波
山
の
北
麓
に
位
置
し
、
江
戸 

期
に
は
筑
波
・
鹿
島
へ
の
交
通
路
で
宿
場
町
的 

性
格
も
有
し
て
い
た
。
明
治
期
の
村
人
口
は
約 

２
・
５
千
人
。 

そ
の
南
に
位
置
す
る
旧
千
代
田
町
（
現
在
の

か
す
み
が
う
ら
市
）
は
、
七
會
（
17
名
）・
志
筑

（
7
名
）・
新
治
（
４
名
）
を
あ
わ
せ
る
と
26
名

に
な
り
、
こ
れ
ま
た
わ
り
と
多
い
と
言
え
る
。 

平成２３年１１月８日
茨城県立土浦第一高等学校
進修同窓会旧本館活用委員会

第４０号 

「生徒人員町村別調査表 明治 40 年 1 月現在 土浦中学校」なる書面に

見入った。現在とは，かなり趣を異にする町村名や入学生徒数が記され，興味

をかきたてられた。特に町村名では，すでに消滅している地名が多く，驚きと

ともにその経緯に好奇心もそそられる。深い絆に結ばれ，ぬくもりと愛着に満

ち，耳にすると温かく心の琴線がゆらされる故郷の地名。それがなくなるほど

に変貌してきた私たちの地域。この激動の一端を，今号より取り上げてみたい。



 こ
う
し
た
出
身
町
村
を
現
在
の
市
・
町
に
重

ね
て
比
較
し
て
み
る
。
ま
ず
、
つ
く
ば
市
内
の

生
徒
は
、
現
在
で
は
323
名
で
本
校
（
土
浦
一
高
）

全
体
の
33.4
％
を
占
め
、
旧
土
浦
市
の
そ
れ
の
204

名
、
21.1
％
を
大
き
く
上
回
り
、
隔
世
の
感
を
禁

じ
得
な
い
。
次
に
、
明
治
期
か
ら
ず
っ
と
農
村

部
に
位
置
し
、
旧
土
浦
市
に
隣
接
し
た
町
の
あ

る
中
学
校
に
注
目
し
た
い
。
現
在
、
こ
の
中
学

校
か
ら
は
本
校
に
５
名
が
通
学
し
て
い
て
、
そ

の
校
区
に
は
、
当
時
と
変
わ
ら
な
い
３
つ
の
小

学
校
が
あ
る
。
こ
の
表
に
目
を
通
す
と
、
そ
の

３
小
学
校
区
の
出
身
者
は
合
わ
せ
て
17
名
に
も

及
ん
で
い
る
の
だ
。
実
は
、
こ
う
し
た
農
村
部

か
ら
の
激
減
傾
向
は
他
の
多
く
の
中
学
校
・
校

区
に
も
共
通
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
当
時

は
片
田
舎
の
小
村
か
ら
も
多
数
の
生
徒
が
、
か

な
り
の
負
担
を
乗
り
越
え
て
旧
土
浦
中
学
校
に

入
学
し
て
い
た
状
況
が
理
解
で
き
る
の
だ
。
こ

の
こ
と
に
こ
そ
、
刮
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
進
学
率
も
高
校
数
も
、
そ
の
時
と
は

桁
違
い
で
比
べ
ら
れ
な
い
の
は
重
々
承
知
の
う

え
だ
が
、
そ
れ
を
勘
案
し
て
も
、
現
在
の
事
態

は
余
り
に
も
様
変
わ
り
が
激
し
く
昔
日
の
面
影

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
こ
で
、
明
治
期
の
近
隣

の
農
村
社
会
の
動
向
を
少
し
考
察
し
て
み
た
い
。 

さ
ら
に
、
今
の
つ
く
ば
市
に
あ
た
る
町
村
を

拾
っ
て
み
る
と
、
葛
城
・
旭
・
大
穂
・
小
田
・

北
条
・
筑
波
・
島
名
・
谷
田
部
な
ど
の
筑
波
郡

（
29
名
）
と
、
新
治
郡
の
栄
（
8
名
）
・
九
重

（
6
名
）
・
栗
原
（
4
名
）
の
旧
桜
村
。
そ
れ

に
稲
敷
郡
茎
崎
村
（
2
名
）
が
加
わ
っ
て
く
る

の
で
、
総
計
49
名
、
全
生
徒
の
11.4
％
で
あ
っ
た
。 

 

 
雪
入
な
ど
７
大
字
か
ら
な
る
。
明
治
期
の
人
口 

 
し
、
上
稲
吉
・
下
稲
吉
・
上
佐
谷
・
下
佐
谷
・ 

※ 

七
会
村 

恋
瀬
川
支
流
雪
入
川
流
域
に
位
置 

出
身
地
域
を
現
在
と
比
較
す
る
と 

 

 

何
に
せ
よ
、
資
料
を
読
み
解
く
こ
と
を
通
し
、

明
治
期
の
地
域
社
会
を
顧
み
る
と
と
も
に
本
校

の
長
い
歴
史
も
理
解
で
き
る
の
だ
。（
次
号
に
続
く
） 

は
約
３
千
人
。 

             

                         

明
治
期
の
日
本
は
、
富
国
強
兵
の
も
と
近
代

工
業
化
へ
の
道
を
突
き
進
ん
だ
。
そ
れ
は
、
農

産
品
を
原
料
と
す
る
繊
維
等
の
軽
工
業
が
中
心

で
あ
り
、
産
業
の
主
体
は
あ
く
ま
で
も
農
業
で

あ
っ
た
。
重
工
業
が
勃
興
し
て
き
た
明
治
末
期

に
至
っ
て
も
、
第
一
次
産
業
人
口
は
ま
だ
７
割

も
あ
り
、
国
民
の
大
部
分
は
農
村
の
伝
統
的
な

地
縁
社
会
を
構
成
し
て
い
た
。（
第
一
次
産
業
人

口
が
５
割
を
切
る
の
は
昭
和
35(

1960)

年
頃
）
。

茨
城
県
下
市
町
村
別
人
口
統
計
に
よ
れ
ば
、
一

時
的
に
は
、
出
稼
ぎ
の
増
加
や
若
者
の
向
都
志

向
等
に
よ
っ
て
微
減
は
認
め
ら
れ
る
が
、
明
治

期
を
通
し
た
本
籍
人
口
は
、
い
ず
れ
の
町
村
に

お
い
て
も
漸
増
も
し
く
は
微
増
し
て
い
た
。 

市
や
町
で
そ
れ
ほ
ど
人
口
が
多
く
な
い
の
は
、

生
活
す
る
う
え
で
町
と
村
と
の
格
差
が
た
い
し

て
な
く
、
人
情
味
に
あ
ふ
れ
た
農
村
に
安
住
す

る
人
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
村
々

で
は
、
地
主
層
が
地
域
経
済
や
政
治
を
担
う
と

と
も
に
、
地
元
の
市
・
町
と
は
様
々
な
交
流
を

活
発
化
さ
せ
、
一
体
的
な
関
係
が
構
築
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
明
治
期
に
中
学

校
に
進
学
で
き
る
の
は
、
ご
く
限
ら
れ
た
裕
福

な
家
庭
（
地
主
、
豪
商
、
企
業
家
、
士
族
等
）

の
子
弟
に
限
ら
れ
て
い
た
の
だ
。 

そ
う
し
た
中
で
、
明
治
22(

1889)

年
に
市
制
・

町
村
制
が
実
施
さ
れ
、
全
国
で
31
の
市
が
成
立

し
た
。
関
東
で
は
東
京
・
横
浜
・
水
戸
で
市
制

が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
頃
の
水
戸
市
の
人
口
は

２
・
５
万
人
余
。
県
内
で
水
戸
に
次
ぐ
土
浦
の

人
口
は
１
万
人
余
の
町
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ち

な
み
に
当
時
の
県
内
の
主
な
町
の
人
口
を
あ
げ

て
み
る
と
、
土
浦
に
次
ぐ
古
河
が
１
万
人
弱
、

下
館
・
龍
ヶ
崎
、
太
田
、
下
妻
な
ど
の
町
は
ほ

ぼ
４
～
５
千
人
で
あ
っ
た
。
日
立
は
何
と
ま
だ

村
で
あ
り
、
そ
の
人
口
は
２
千
人
余
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
。
（
人
口
は
す
べ
て
明
治
24
年
調
査
） 

明
治
期
は
農
村
で
も
人
口
増
加 

と
こ
ろ
で
、
明
治
40(

1907)

年
に
は
、
義
務
教

育
年
限
が
４
年
か
ら
６
年
に
延
長
さ
れ
、
そ
の

就
学
率
は
ほ
ぼ
100
％
が
実
現
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

中
学
校
に
つ
い
て
言
え
ば
、
明
治
19(

1886)

年
に

は
、
全
国
で
56
校
、
生
徒
数
は
１
万
人
し
か
存

在
し
な
か
っ
た
が
、
明
治
33(

1900)

年
に
は
194
校

7
万
8000
人
に
な
り
、
明
治
43(

1910)

年
に
は
、

302
校
11
万
人
と
急
増
し
て
い
き
、
中
等
教
育
機

関
へ
の
進
学
率
も
12.3
％
と
右
肩
上
が
り
だ
っ
た
。 

そ
の
頃
と
ほ
ぼ
同
じ
大
正
初
期
の
学
校
生
活

に
つ
い
て
は
、
中
西
秀
男
氏
（
中
17
回
卒
）
が

『
進
修
百
年
』
で
屈
託
が
な
く
述
懐
し
て
い
る
。

「
…
交
通
機
関
は
常
磐
線
の
汽
車
と
土
浦
・
北

条
間
の
乗
合
馬
車
、
そ
れ
に
霞
ヶ
浦
を
麻
生
あ

た
り
ま
で
通
う
蒸
気
船
。
バ
ス
は
な
い
か
ら
、

自
宅
が
遠
す
ぎ
る
者
は
寄
宿
舎
に
入
っ
た
り
、

親
戚
・
知
人
の
と
こ
ろ
に
住
み
込
ん
だ
り
し
た
。

自
転
車
通
学
も
か
な
り
多
く
、
石
岡
か
ら
は
片

道
１
時
間
は
か
か
っ
た
。
…
男
も
女
も
老
人
も

子
供
も
み
な
着
物
を
着
て
く
ら
し
、
洋
服
は
学

校
の
男
の
先
生
と
警
官
と
駅
員
ぐ
ら
い
。
金
の

ボ
タ
ン
制
服
で
通
学
す
る
の
は
エ
リ
ー
ト
・
コ

ー
ス
に
乗
っ
た
意
識
が
あ
っ
た
…
」（
抜
粋
要
旨
）

と
書
き
綴
り
、
そ
の
様
相
が
垣
間
見
え
て
く
る
。 

          

旧
制
中
学
校
の
学
校
生
活
は 

大正期の本校全景（右上の２棟寄宿舎）

農村部に位置する藤沢の昭和初期の町並み（現土浦市）

汽車が停車する大正期の土浦駅。1896 年に開業 1918 年に開通した筑波鉄道以前の乗合馬車 


